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ごあ いさつ

渋川市長　髙　木　　　勉 

　本市では、平成２０（２００８）年に策定した渋

川市総合計画に基づき、市民の皆様を主役として、

将来像「やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”な

まち」の実現に向け取り組んでまいりました。

　この間、人口減少・少子高齢化社会の進行、大規

模な自然災害の発生、情報化・国際化の進展等によ

り、地方自治体を取り巻く環境は大きく変化してき

ています。

　本市においても、厳しい財政状況を踏まえつつ、

人口減少問題を始めとした様々な課題に迅速かつ的

確に対応することが求められていることから、今後

のまちづくりの方向性を示す羅針盤として、第２次

渋川市総合計画を策定いたしました。

　本計画では、市民の皆様との協働によるまちづく

りをさらに推進するとともに、本市の豊かな自然や

文化など地域資源を活かしながら、市民の皆様が健

やかで安心して暮らすことができ、本市に住み続け

たいと感じられるまちを目指しております。

　今後も市民の皆様との対話と協調を大切にしなが

ら、未来に向かって発展し、美しい郷土を子どもた

ちに残せるよう、新たなまちづくりを進めてまいり

ます。

　結びに、本計画の策定に当たり、多くの貴重なご

意見をお寄せいただきました市民の皆様、また、貴

重なご意見、ご提言を賜りました渋川市総合計画審

議会委員の皆様に心から感謝申し上げますととも

に、今後の一層のご指導とご協力を賜りますよう

お願い申し上げあいさつといたします。

　総合計画は、本市が目指すまちの将来像を実現するための政策の方向性、具体的な取

組などを示す、本市の最も重要なまちづくりの計画です。

総合計画とは…

　第 2 次渋川市総合計画は、渋川市新市建設計画や渋川市総合計画における施策の方向性を踏まえつつ
時代の変化などに対応するため、各施策を総合的かつ体系的に推進するための計画となっています。
　計画の期間は、平成 30（2018）年度を初年度とし、平成 39（2027）年度を目標年度とする 10 年
計画とします。

第２次渋川市総合計画とはどんな計画でしょうか？

渋川市総合計画
平成20（2008）年度～平成29（2017）年度 第２次渋川市総合計画

平成30（2018）年度～平成39（2027）年度

総合計画はなぜつくるのでしょうか？
　時代の流れなどを的確に見極めながら、様々な課題に対応し、計画的に
まちづくりを進めるため、まちづくりの指針として総合計画を策定するこ
ととしています。

　第 2 次渋川市総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画の３層で構成します。

第２次渋川市総合計画の構成は？

本市の将来像及びこれを実現するための政策の大綱を示したもの
計画期間 ： 平成３０（２０１８）年度～平成３9（２０２7）年度

基本構想を実現するための基本的な施策を体系的に示す計画
前期計画期間 ： 平成３０（２０１８）年度～平成３4（２０２2）年度
後期計画期間 ： 平成３5（２０23）年度～平成３9（２０２7）年度

基本計画に定めたそれぞれの施策の具体的な実施方法等を示す計画
計画期間 ： ３か年（毎年度見直し）

基本構想

基本計画

実施計画

そうなんだ！

計画的に内容を
見直すんだね！

渋川市新市建設計画
平成18（2006）年度～平成32（2020）年度
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● 国内で初めて古墳時代の甲（よろい）を着けた状態の成人男
性の骨が見つかった金井東裏遺跡を始め、古くから人々が
定着していた痕跡を残す遺跡が各所にあります。

● 遺跡や寺社のほか、江戸時代に建築された国指定重要有形
民俗文化財の上三原田の歌舞伎舞台など古代から近世まで
の歴史資源や街並みが色濃く残されています。

色濃く残された各時代の歴史・文化

● 東京都心まで高速道路利用で約２時間、ＪＲ上越線及び新
幹線利用で約１時間１０分の場所に位置します。

● 市内には鉄道（２路線・８駅）、路線バス（２５路線）などの
公共交通と高速道路（２つのインターチェンジ）により、交
流拠点機能として必要な交通利便性が確保されています。

恵まれた交流拠点機能

● 日本列島のほぼ中央に位置し、緑豊かな赤城山、榛名山、子 
持山及び小野子山に囲まれており、市の中央で日本を代表
する利根川と吾妻川が合流しています。

● 豊かな自然環境の恵みにより、魅力的な温泉や豊富な水資
源をいかした工業、山地の開拓による農業などの産業振興
が図られています。

豊かな自然環境

計画策定の背景計画策定の背景

3  本市の特色3  本市の特色

金井東裏遺跡
「甲（よろい）を着た古墳人」

榛名山と利根川

　計画策定に当たり、本市の現状を次の視点により把握しました。

　先人によって育まれた有形・無形の地域資源は、本市の歴史を物語る文化として脈々と受け継がれてきています。
これらは、守るべき大切な地域資源であり、本市の特色といえます。1  本市を取り巻く時代の潮流

　本市を取り巻く社会経済情勢を踏まえ、その変化に対応したまちづくりを推進します。

2  市民意識
　まちづくりに対する市民意識を把握するため、市民意識調査、中学生・高校生意識調査、市民ワークショップ、
地区別懇談会 ・分野別懇談会を実施しました。

（1） 人口減少・少子高齢化社会の進行

（2） 地球温暖化対策とエネルギー問題

（3） 自然災害への備え

（4） 情報化の進展と新たな課題への対応

（5） 国際化の進展

（6） 地方分権改革の進展

（7） 社会資本整備と老朽化対策

（8） ライフスタイルや価値観の多様化

市民意識の把握

市民ワークショップ

市民意識調査

地区別懇談会・分野別懇談会

中学生・高校生意識調査
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『白井宿の灯ろう』
飯塚 早紀  【長尾小学校】

『自然をはぐくむ渋川』
飯塚 理紗  【渋川北小学校】

『へそ祭り』
池田 湊哉  【豊秋小学校】

『古びたこまいぬ』
石井 賢太郎  【豊秋小学校】

『桜の木が美しい白井宿』
石北 愛結  【長尾小学校】

『河鹿橋の紅葉』
石坂 智朱  【渋川北小学校】

『ホタルがいっぱいの渋川』
伊藤 結人  【古巻小学校】

『日本の真ん中
渋川市のへそまつり』

井上 桜依良  【豊秋小学校】

※掲載順序は、各学校関係なく氏名による50音順により掲載しています。

　これらの絵は、平成２９年度に市内の小学校
５年生を対象として、自然、建物、生き物、お
祭りなど、本市の魅力を伝える様々な風景を
テーマに募集し、描いていただいたものです。

渋川の風景
未来に残したい

渋川の風景
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まちづくりの基本的な考え方まちづくりの基本的な考え方

基本理念基本理念

将来像将来像

　本市を取り巻く時代の潮流、市民意識などを踏まえ、まちづくりの基本的な考え方を次のとおりとします。 　前計画では、合併後のまちづくりの基本方針を示す渋川市新市建設計画において定めた将来像「やすらぎ
とふれあいに満ちた “ほっと” なまち」を継承し、その実現のためのまちづくりを進めてきました。
　平成２８（２０１６）年度に実施した市民意識調査の結果では、これまでのまちづくりに対して、以前に
比べ全体的に良い評価の割合が増えた一方で、一層の充実を求める評価もあります。
　また、成熟する社会への転換を迎え、基本理念を踏まえた質の高いまちづくりを目指す必要があります。
　そこで、本計画は、新市建設時の意思を引き継ぎ、将来像を継承するとともに、更に発展させるため、将

来像の実現に向けた取組姿勢を「次世代が安心し、誇りを持ち、暮らし、働けるまちづくり」とします。

　人口減少・少子高齢化社会の進行により、人口や経済が右肩上がりで成長してきた社会から、質の面での
充実を目指す成熟する社会への転換が必要となっています。まちづくりにおいても、人口増加や経済成長を
前提とした発想や取組からの転換が必要となっていることを踏まえ、次の視点によるまちづくりを推進します。

　本市は、先人のたゆまぬ努力によって自然、文化などのかけがえのない地域資源や開明的な精神が育まれ、
発展し、魅力や活力を形成してきました。
　現在直面する人口減少・少子高齢化社会の中で、持続可能なまちづくりを推進するためには、市民を始め
とする多様な主体との協働や交流により、人・地域・資源を育み、結び、新たな魅力や活力を創出する必要
があります。

　そこで、まちづくりの基本的な考え方を集約し、「人・地域・資源を　育む　結ぶ　創る」を基本理
念とします。

人・地域・資源を 育む 結ぶ 創る

成長する社会から成熟する社会への転換

本市の特色をいかし、発展させる

まちの魅力や活力の育成と向上

人と地域がつながり、広まる

市民との協働や地域間の交流

多様な主体が楽しみ、創出する

多様な豊かさの創出

1

2

3

人・地域・資源を 育む 結ぶ 創る

やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまち

次世代が安心し、誇りを持ち、

暮らし、働けるまちづくり

取組姿勢

基本理念

将来像

「やすらぎ」で自然と健康、安全・安心を表し、「ふれあい」で交流、コミュニティ、
文化を表し、「ほっと」で産業、活力さらには温かさ、情熱、温泉、スローライフ
を表し、これらの魅力にあふれたまちをイメージします。

安心して暮らし、そこで育った子どもたちが地域に愛
着や生きがいを持ち、このまちで暮らし続けたいと思
えるような活力あるまちづくりに取り組みます。

❺ ❻

『そびえ立つ サージタンク』
井上 紗里  【橘北小学校】

『河鹿橋の紅葉』
今井 穏空  【豊秋小学校】

『渋川のお祭りと渋川駅』
大泉 利仁  【古巻小学校】

『山車祭り』
奥木 煌世  【渋川北小学校】

『満開の金蔵寺のしだれ桜』
小野里 まりな  【金島小学校】

『河鹿橋』
形野 元樹  【古巻小学校】

『桜とサージタンク』
加藤 蓮  【金島小学校】

『伊香保の石だん』
金澤 奏太  【古巻小学校】

『夏の佐久発電所』
川端 るな  【古巻小学校】

❻

加藤 蓮  【金島小学校】
『水澤寺の本堂』

大河原 悠  【伊香保小学校】
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基　本　構　想

実　施　計　画

施策の大綱に基づく施策

重点プロジェクト

やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまち

人・地域・資源を 育む 結ぶ 創る

自然と調和した快適なまち
【都市基盤、 自然環境】

豊かな心と文化を育むまち
【教育、 文化】

健やかに育み支え合うまち
【健康、 福祉、 スポーツ】

魅力と活力があふれるまち
【産業】

協働による持続可能なまち
【自治、 協働、 行財政】

次世代が安心し、誇りを持ち、

暮らし、働けるまちづくり

取組姿勢

基　本　計　画

　重点プロジェクトは、将来像の実現に向けた取組姿勢である「次世代が安心し、誇りを持ち、
暮らし、働けるまちづくり」を具体的に推進するため、安心、誇り、暮らし働ける、の３つの
視点により、先導的な役割を果たす取組や事業を横断的に位置付けるものです。

重点プロジェクト

安全・安心に暮らし続けられるまち
【安全・安心、 暮らし】
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重点プロジェクトに
ついてご説明します。

計画の体系・重点プロジェクト計画の体系・重点プロジェクト

１ 「 地域支え合い活動の推進 」
　災害などから市民を守るため、自助・共助・公助それぞれの取組を育み、
効果的に結び付けるとともに、誰もが安心して健やかに暮らせる地域づくり
を担う多様な主体を創出するため、「地域支え合い活動の推進」に取り組みます。

安心まちづくりプロジェクト

３ 「 地域力をいかした子育て支援の強化 」
　働きながら安心して子どもを産み、育てることができる地域ぐるみの取
組を有機的に結び付け、充実した子育て環境を創出するため、「地域力をい
かした子育て支援の強化」に取り組みます。

暮らし働けるまちづくりプロジェクト

２
「 観光などの地域資源の強化と
      新たなしぶかわブランドの創出 」
　伊香保温泉を始めとした観光や地域特性をいかした農業などの各種産業、歴
史ある地域文化など豊かな地域資源を育み、磨き上げることでブランド力を高
めるとともに、それらを多面的に結び付け、新たな魅力や活力を創出するため、
「観光などの地域資源の強化と新たなしぶかわブランドの創出」に取り組みます。

誇れるまちづくりプロジェクト ブランド 各種産業

地域資源

❼ ❽

『木曽三社神社』
木暮 愛実  【三原田小学校】

『晴れの日のサージタンク』
木村 陽輝  【橘小学校】

『おの池あじさい公園』
桑原 理緒  【古巻小学校】

『あじさい公園』
劔持 七碧  【豊秋小学校】

『ライトアップされた河鹿橋』
小池 絆愛  【伊香保小学校】

『渋川駅』
小林 快聖  【豊秋小学校】

『はしり続ける列車』
紺野 弘翔  【渋川北小学校】

『グリーン牧場の前で』
齋藤 玲奈  【橘小学校】

『わたしの町 渋川』
清水 心花  【豊秋小学校】木村 陽輝  【橘小学校】

『へそ祭り』
後藤 伊陽  【中郷小学校】
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　地域福祉の新たな担い手の育成や福祉活動の支援を通じて、多様
な主体の自立的活動を促進し、安定した暮らしを支える社会保障制
度の適正な運用と充実を図ります。

　出会いから結婚・妊娠・出産・子育てま
での切れ目のない支援を実施することで、
子どもを産み、安心して仕事と子育てを両
立できる環境を整備します。

　健康意識を高め、市民一人ひとりの心身の健康づくりを支援します。
　また、救急医療体制や休日・夜間診療を充実するため、医療機関
等との一層の連携を行います。

　スポーツを通じた市民の健康づくりを進めるため、「一市民一ス
ポーツ」を目標に、いつでも、どこでも、だれでもスポーツを楽し
める取組を推進します。

　高齢者が生きがいを持ち、元気に
安心して生活できるまちづくりを推
進します。

　全ての人が互いを尊重し、共に生きる社会の実現を目指します。
　また、障害のある人が積極的に社会参加できるよう、一人ひとり
のニーズに合った適切な支援の充実を図ります。

　要介護状態となることを予防し、介護が必要になっても住み慣れ
た地域で安心して暮らせる地域づくりと介護サービス体制の構築を
図ります。

　共同で保険者となる県と連携し、被保険者の健康寿命の延伸や医
療費の適正化を図り、制度の安定的な運営を行います。

2 - 1
地域福祉の充実

2 - 2
子育て環境の充実

2 - 3
保健・医療の充実

2 - 4
スポーツと
健康づくりの推進

2 - 5
高齢者福祉の充実

2 - 6
障害者（児）福祉の充実

2 - 7
介護保険の充実

2 - 8
国民健康保険制度の
安定的な運営

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 地域福祉活動の推進
⑵ 相談・支援体制の充実

⑴ 高齢者の安全・安心対策の推進
⑵ 高齢者の生きがいづくりの充実

⑴ 少子化対策の推進
⑵ 子育て支援の充実
⑶ 保育・幼児教育環境の充実
⑷ 子育て相談体制の充実

⑴ 健康づくりの推進
⑵ 母子保健の推進
⑶ 食育の推進
⑷ 地域医療の充実

⑴ スポーツの推進
⑵ 競技力の向上
⑶ 社会体育施設の整備・充実

⑴ 共生社会の実現
⑵ 障害福祉サービスの充実

⑴ 介護予防の推進
⑵ 介護サービスの充実
⑶ 地域包括ケアシステムの構築
⑷ 介護保険制度の健全な運営

⑴ 県と連携した国民健康保険制度の
　 円滑な運営
⑵ 医療費の適正化
⑶ 保健事業の推進
⑷ 国民健康保険あかぎ診療所の運営

　住み慣れた地域で互いに支え合い、誰もが生涯を通じて健やかに暮らせるまちの実現を目指します。

　市民が安全で安心して暮らせるまちにするため、市民、関係機関、
行政が一体となって、災害に強いまちづくりを推進します。

　多様化する犯罪などを未然に防止し、市民が平穏に暮らせる安全
で安心なまちづくりを推進します。

　交通安全施設等の計画的整備により、
道路交通環境を充実させ交通安全を確保
するとともに、交通事故をなくすため、
交通安全教育を推進します。

　市民の消費生活の安定と向上のため、消費者意識の啓発を行うと
ともに、消費者利益の保護と自立への支援を推進します。

　人口減少を抑制するため、安心して住める住宅の供給、耐震化の
推進、空家対策の強化などにより定住環境の充実を推進します。

　安全で安心なおいしい水を安定して供給するため、強靱で持続可
能な水道事業の運営を推進します。

　地域に適した汚水処理を実施し、定住環境の整備と公共用水域の
水質保全を推進するとともに、より安定した事業運営のため、経営
の効率化・健全化を図ります。

1 - 1
消防・防災対策の充実

1 - 5
定住環境の充実・促進

1 - 2
防犯体制の整備・充実

1 - 6
安定した水の供給

1 - 3
交通安全対策の推進

1 - 7
汚水処理の充実

1 - 4
消費者生活の充実

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 防災体制・施設の充実
⑵ 地域の防災組織・協力体制の充実
⑶ 消防施設の整備
⑷ 消防団活動の充実

⑴ 住宅供給の充実
⑵ 移住・定住を促進するための支援
　 の充実
⑶ 建物の耐震化の推進
⑷ 空家の適正管理と利活用の推進

⑴ 防犯意識の高揚
⑵ 防犯活動の推進
⑶ 防犯環境の整備

⑴ 道路交通環境の改善
⑵ 交通安全マナーの普及・啓発
⑶ 交通安全教育の推進

⑴ 消費者保護体制の充実
⑵ 消費生活における知識の向上・啓発

⑴ 水源確保と水質保全
⑵ 供給施設の拡充・整備
⑶ 事業の健全経営

⑴ 汚水処理事業の充実
⑵ 水洗化の推進
⑶ 事業の健全経営

　災害や犯罪などに対して、市民の生命・財産を守り、誰もが安全で安心な住みよいまちの実現を目指します。

前期基本計画前期基本計画

1 安全・安心に暮らし続けられるまち
 【安全・安心、暮らし】

2 健やかに育み支え合うまち
 【健康、福祉、スポーツ】

❾

『ぼくの大好きな渋川
おんせん アジサイ はる名山』

下田 墾  【橘北小学校】

❾

『紅葉のかじかばし』
鈴木 うらん  【中郷小学校】

『れきしのある赤城神社』
須田 衣那  【津久田小学校】

『やさしい顔の臍地蔵』
須田 涼子  【渋川南小学校】

『夜のかじか橋』
須藤 日葉里  【渋川北小学校】

『赤城山の大舞台に走る D51』
関口 凌  【古巻小学校】

『関水さくら祭りとサージタンク』
髙橋 一護  【橘北小学校】

『山車祭り』
髙栁 ひより  【中郷小学校】

『伊香保温泉』
髙橋 咲楽  【豊秋小学校】

『山車に乗っている自分』
田中 福大  【渋川北小学校】髙橋 一護  【橘北小学校】



　地域福祉の新たな担い手の育成や福祉活動の支援を通じて、多様
な主体の自立的活動を促進し、安定した暮らしを支える社会保障制
度の適正な運用と充実を図ります。

　出会いから結婚・妊娠・出産・子育てま
での切れ目のない支援を実施することで、
子どもを産み、安心して仕事と子育てを両
立できる環境を整備します。

　健康意識を高め、市民一人ひとりの心身の健康づくりを支援します。
　また、救急医療体制や休日・夜間診療を充実するため、医療機関
等との一層の連携を行います。

　スポーツを通じた市民の健康づくりを進めるため、「一市民一ス
ポーツ」を目標に、いつでも、どこでも、だれでもスポーツを楽し
める取組を推進します。

　高齢者が生きがいを持ち、元気に
安心して生活できるまちづくりを推
進します。

　全ての人が互いを尊重し、共に生きる社会の実現を目指します。
　また、障害のある人が積極的に社会参加できるよう、一人ひとり
のニーズに合った適切な支援の充実を図ります。

　要介護状態となることを予防し、介護が必要になっても住み慣れ
た地域で安心して暮らせる地域づくりと介護サービス体制の構築を
図ります。

　共同で保険者となる県と連携し、被保険者の健康寿命の延伸や医
療費の適正化を図り、制度の安定的な運営を行います。

2 - 1
地域福祉の充実

2 - 2
子育て環境の充実

2 - 3
保健・医療の充実

2 - 4
スポーツと
健康づくりの推進

2 - 5
高齢者福祉の充実

2 - 6
障害者（児）福祉の充実

2 - 7
介護保険の充実

2 - 8
国民健康保険制度の
安定的な運営

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 地域福祉活動の推進
⑵ 相談・支援体制の充実

⑴ 高齢者の安全・安心対策の推進
⑵ 高齢者の生きがいづくりの充実

⑴ 少子化対策の推進
⑵ 子育て支援の充実
⑶ 保育・幼児教育環境の充実
⑷ 子育て相談体制の充実

⑴ 健康づくりの推進
⑵ 母子保健の推進
⑶ 食育の推進
⑷ 地域医療の充実

⑴ スポーツの推進
⑵ 競技力の向上
⑶ 社会体育施設の整備・充実

⑴ 共生社会の実現
⑵ 障害福祉サービスの充実

⑴ 介護予防の推進
⑵ 介護サービスの充実
⑶ 地域包括ケアシステムの構築
⑷ 介護保険制度の健全な運営

⑴ 県と連携した国民健康保険制度の
　 円滑な運営
⑵ 医療費の適正化
⑶ 保健事業の推進
⑷ 国民健康保険あかぎ診療所の運営

　住み慣れた地域で互いに支え合い、誰もが生涯を通じて健やかに暮らせるまちの実現を目指します。

　市民が安全で安心して暮らせるまちにするため、市民、関係機関、
行政が一体となって、災害に強いまちづくりを推進します。

　多様化する犯罪などを未然に防止し、市民が平穏に暮らせる安全
で安心なまちづくりを推進します。

　交通安全施設等の計画的整備により、
道路交通環境を充実させ交通安全を確保
するとともに、交通事故をなくすため、
交通安全教育を推進します。

　市民の消費生活の安定と向上のため、消費者意識の啓発を行うと
ともに、消費者利益の保護と自立への支援を推進します。

　人口減少を抑制するため、安心して住める住宅の供給、耐震化の
推進、空家対策の強化などにより定住環境の充実を推進します。

　安全で安心なおいしい水を安定して供給するため、強靱で持続可
能な水道事業の運営を推進します。

　地域に適した汚水処理を実施し、定住環境の整備と公共用水域の
水質保全を推進するとともに、より安定した事業運営のため、経営
の効率化・健全化を図ります。

1 - 1
消防・防災対策の充実

1 - 5
定住環境の充実・促進

1 - 2
防犯体制の整備・充実

1 - 6
安定した水の供給

1 - 3
交通安全対策の推進

1 - 7
汚水処理の充実

1 - 4
消費者生活の充実

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 防災体制・施設の充実
⑵ 地域の防災組織・協力体制の充実
⑶ 消防施設の整備
⑷ 消防団活動の充実

⑴ 住宅供給の充実
⑵ 移住・定住を促進するための支援
　 の充実
⑶ 建物の耐震化の推進
⑷ 空家の適正管理と利活用の推進

⑴ 防犯意識の高揚
⑵ 防犯活動の推進
⑶ 防犯環境の整備

⑴ 道路交通環境の改善
⑵ 交通安全マナーの普及・啓発
⑶ 交通安全教育の推進

⑴ 消費者保護体制の充実
⑵ 消費生活における知識の向上・啓発

⑴ 水源確保と水質保全
⑵ 供給施設の拡充・整備
⑶ 事業の健全経営

⑴ 汚水処理事業の充実
⑵ 水洗化の推進
⑶ 事業の健全経営

　災害や犯罪などに対して、市民の生命・財産を守り、誰もが安全で安心な住みよいまちの実現を目指します。

前期基本計画前期基本計画

1 安全・安心に暮らし続けられるまち
 【安全・安心、暮らし】

2 健やかに育み支え合うまち
 【健康、福祉、スポーツ】

❾

『ぼくの大好きな渋川
おんせん アジサイ はる名山』

下田 墾  【橘北小学校】

❾

『紅葉のかじかばし』
鈴木 うらん  【中郷小学校】

『れきしのある赤城神社』
須田 衣那  【津久田小学校】

『やさしい顔の臍地蔵』
須田 涼子  【渋川南小学校】

『夜のかじか橋』
須藤 日葉里  【渋川北小学校】

『赤城山の大舞台に走る D51』
関口 凌  【古巻小学校】

『関水さくら祭りとサージタンク』
髙橋 一護  【橘北小学校】

『山車祭り』
髙栁 ひより  【中郷小学校】

『伊香保温泉』
髙橋 咲楽  【豊秋小学校】

『山車に乗っている自分』
田中 福大  【渋川北小学校】髙橋 一護  【橘北小学校】



　本市の美しい自然環境を保全し、快適な都市環境を整備するため、適正な土地利用を推進するとともに、地域の交流や
連携を強化するため、幹線道路や生活道路、交通安全施設を整備し、市民が快適に生活できるまちの実現を目指します。

　農林業の担い手の育成・確保に取り組むと
ともに、農村環境の整備を推進します。
　また、安全・安心な農林産物の提供とブラ
ンド力の強化を図ります。

　産学官金連携により、中小企業の活性化と創業支援、企業誘致を
推進するとともに、環境に配慮した企業立地基盤の整備を推進しま
す。

　商工会議所、商工会、金融機関などと連携し、商業活動の推進と
経営の安定化を図るとともに、創業を支援します。
　また、にぎわいのあるまちを目指し、実効性のある施策を推進し
ます。

　伊香保温泉を核に、地域資源のブランド化や交通交流の促進、イ
ンバウンドの拡大など、地域の特色をいかした取組を展開し、誰も
が訪れたくなる魅力ある観光地づくりを推進します。

　若者、子育て世代などの雇用・生活の安定のため、引き続き関係
機関と連携し、就業支援や就業情報の提供、相談体制の充実を図り
ます。
　また、勤労者が安心して働ける職場環境の整備と福利厚生の充実
に向けた取組を推進します。

3 - 1
農林業の振興

施策名 基本方針 取組内容

3 - 2
工業の振興

3 - 3
商業の振興

3 - 5
勤労者対策の充実

3 - 4
観光の振興

⑴ 農業の担い手の育成と農林産物の
　 生産振興
⑵ 地域農業の維持と生産基盤の保全・
　 整備
⑶ 農林産物の安全確保と販売力の強化
⑷ 森林の保全、利活用と林業生産条
　 件の整備

⑴ 経営基盤の安定化
⑵ 異業種間交流とものづくり中小企
　 業のネットワーク化の促進
⑶ 企業誘致の推進
⑷ 環境と調和した工業地の整備促進

⑴ 商業活動の推進
⑵ 経営の安定化と創業の支援
⑶ 中心市街地の活性化

⑴ 就業機会の充実
⑵ 相談体制の充実
⑶ 福利厚生の充実

⑴ 地域資源の活用の推進
⑵ 観光施設の充実
⑶ 交通機関との連携促進
⑷ 外国人観光客誘致の促進

JR 渋川駅前の歩行者天国 石段延伸広場

　魅力あふれる交流とにぎわいを創造するために、本市の強みをいかし、新たな産業の振興や雇用の創出により活力あふれる
まちの実現を目指します。

　地域の連携を強化し、交通渋滞の緩和や利便性の向上を図るため、
幹線道路網の整備を行うほか、河川で分断されている本市の地形的
特性を踏まえ、新たな橋りょうの整備を推進します。

　地域の生活に身近な道路の整備
を進めるとともに、道路・橋りょ
うの維持管理を強化します。

　多様な交流を生み、効率的で利便性の高い公共交通網の整備を推
進します。

　用途地域及び都市計画道路の見直しを行い、計画的な土地利用を
推進するとともに、住宅施策や商業施策などと連携した居住機能と
都市機能の集積を図り、質の高い魅力ある市街地整備を推進します。

　子どもから高齢者まで、あらゆる世代が安全で安心して利用でき
る公園整備を推進します。

　市民が快適に生活できる生活環境と自然環境を保全し、地球温暖
化対策に関する取組や環境問題に対する意識啓発を推進します。

　資源循環型社会を構築するため、資源再利用の普及や啓発を行い、
ごみの減量化を推進します。

4 - 1
連携を強化する道路・
橋りょうの整備

4 - 2
生活に身近な道路の
整備

4 - 3
公共交通体系の充実

4 - 4
計画的な土地利用と
良好な市街地の形成

4 - 5
公園の整備

4 - 6
環境保全対策の推進

4 - 7
ごみの減量化・再利用

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 広域的な道路の整備
⑵ 都市計画道路の整備
⑶ 橋りょうの整備

⑴ 都市公園等の整備
⑵ 特色ある公園や緑地の保全・活用
⑶ 公園の管理
⑷ 墓地の管理・整備

⑴ 道路改良の推進
⑵ 生活道路整備の推進
⑶ 道路維持管理の充実
⑷ 橋りょうの長寿命化の推進

⑴ 鉄道利便性の向上
⑵ バス路線の充実
⑶ 交通機関などとの連携強化

⑴ 計画的な土地利用の推進
⑵ 市街地整備の推進

⑴ 良好な生活環境の保全
⑵ 自然環境の保全
⑶ 地球温暖化対策の推進
⑷ 放射能による影響への対策

⑴ ごみ減量化の推進
⑵ 分別収集・資源再利用の推進
⑶ 収集運搬体制の充実

3 魅力と活力があふれるまち
 【産業】

4 自然と調和した快適なまち
 【都市基盤、自然環境】

 

『伊香保温泉とあじさい』
津久井 彩美  【長尾小学校】

『伊香保の夜景』
奈良 優莉  【橘小学校】

『八重ざくら祭りの武者行列』
林 桃子  【長尾小学校】

『へそ祭り』
針塚 美瑠  【中郷小学校】

『歴史ある福増寺のかねつき堂』
兵藤 杏南  【津久田小学校】

『秋の初めのかじか橋』
樋口 陽葵  【渋川西小学校】

『桜のさいた白井宿』
廣橋 侑茉  【古巻小学校】奈良 優莉  【橘小学校】

『渋川へそ祭り』
福島 愛結  【長尾小学校】

『未来に残したいこの風景』
藤井 奈由  【橘北小学校】藤井 奈由  【橘北小学校】

『私たちのまち 渋川 サージタンク』
藤川 慎樹  【三原田小学校】





　本市の美しい自然環境を保全し、快適な都市環境を整備するため、適正な土地利用を推進するとともに、地域の交流や
連携を強化するため、幹線道路や生活道路、交通安全施設を整備し、市民が快適に生活できるまちの実現を目指します。

　農林業の担い手の育成・確保に取り組むと
ともに、農村環境の整備を推進します。
　また、安全・安心な農林産物の提供とブラ
ンド力の強化を図ります。

　産学官金連携により、中小企業の活性化と創業支援、企業誘致を
推進するとともに、環境に配慮した企業立地基盤の整備を推進しま
す。

　商工会議所、商工会、金融機関などと連携し、商業活動の推進と
経営の安定化を図るとともに、創業を支援します。
　また、にぎわいのあるまちを目指し、実効性のある施策を推進し
ます。

　伊香保温泉を核に、地域資源のブランド化や交通交流の促進、イ
ンバウンドの拡大など、地域の特色をいかした取組を展開し、誰も
が訪れたくなる魅力ある観光地づくりを推進します。

　若者、子育て世代などの雇用・生活の安定のため、引き続き関係
機関と連携し、就業支援や就業情報の提供、相談体制の充実を図り
ます。
　また、勤労者が安心して働ける職場環境の整備と福利厚生の充実
に向けた取組を推進します。

3 - 1
農林業の振興

施策名 基本方針 取組内容

3 - 2
工業の振興

3 - 3
商業の振興

3 - 5
勤労者対策の充実

3 - 4
観光の振興

⑴ 農業の担い手の育成と農林産物の
　 生産振興
⑵ 地域農業の維持と生産基盤の保全・
　 整備
⑶ 農林産物の安全確保と販売力の強化
⑷ 森林の保全、利活用と林業生産条
　 件の整備

⑴ 経営基盤の安定化
⑵ 異業種間交流とものづくり中小企
　 業のネットワーク化の促進
⑶ 企業誘致の推進
⑷ 環境と調和した工業地の整備促進

⑴ 商業活動の推進
⑵ 経営の安定化と創業の支援
⑶ 中心市街地の活性化

⑴ 就業機会の充実
⑵ 相談体制の充実
⑶ 福利厚生の充実

⑴ 地域資源の活用の推進
⑵ 観光施設の充実
⑶ 交通機関との連携促進
⑷ 外国人観光客誘致の促進

JR 渋川駅前の歩行者天国 石段延伸広場

　魅力あふれる交流とにぎわいを創造するために、本市の強みをいかし、新たな産業の振興や雇用の創出により活力あふれる
まちの実現を目指します。

　地域の連携を強化し、交通渋滞の緩和や利便性の向上を図るため、
幹線道路網の整備を行うほか、河川で分断されている本市の地形的
特性を踏まえ、新たな橋りょうの整備を推進します。

　地域の生活に身近な道路の整備
を進めるとともに、道路・橋りょ
うの維持管理を強化します。

　多様な交流を生み、効率的で利便性の高い公共交通網の整備を推
進します。

　用途地域及び都市計画道路の見直しを行い、計画的な土地利用を
推進するとともに、住宅施策や商業施策などと連携した居住機能と
都市機能の集積を図り、質の高い魅力ある市街地整備を推進します。

　子どもから高齢者まで、あらゆる世代が安全で安心して利用でき
る公園整備を推進します。

　市民が快適に生活できる生活環境と自然環境を保全し、地球温暖
化対策に関する取組や環境問題に対する意識啓発を推進します。

　資源循環型社会を構築するため、資源再利用の普及や啓発を行い、
ごみの減量化を推進します。

4 - 1
連携を強化する道路・
橋りょうの整備

4 - 2
生活に身近な道路の
整備

4 - 3
公共交通体系の充実

4 - 4
計画的な土地利用と
良好な市街地の形成

4 - 5
公園の整備

4 - 6
環境保全対策の推進

4 - 7
ごみの減量化・再利用

施策名 基本方針 取組内容

⑴ 広域的な道路の整備
⑵ 都市計画道路の整備
⑶ 橋りょうの整備

⑴ 都市公園等の整備
⑵ 特色ある公園や緑地の保全・活用
⑶ 公園の管理
⑷ 墓地の管理・整備

⑴ 道路改良の推進
⑵ 生活道路整備の推進
⑶ 道路維持管理の充実
⑷ 橋りょうの長寿命化の推進

⑴ 鉄道利便性の向上
⑵ バス路線の充実
⑶ 交通機関などとの連携強化

⑴ 計画的な土地利用の推進
⑵ 市街地整備の推進

⑴ 良好な生活環境の保全
⑵ 自然環境の保全
⑶ 地球温暖化対策の推進
⑷ 放射能による影響への対策

⑴ ごみ減量化の推進
⑵ 分別収集・資源再利用の推進
⑶ 収集運搬体制の充実

3 魅力と活力があふれるまち
 【産業】

4 自然と調和した快適なまち
 【都市基盤、自然環境】

 

『伊香保温泉とあじさい』
津久井 彩美  【長尾小学校】

『伊香保の夜景』
奈良 優莉  【橘小学校】

『八重ざくら祭りの武者行列』
林 桃子  【長尾小学校】

『へそ祭り』
針塚 美瑠  【中郷小学校】

『歴史ある福増寺のかねつき堂』
兵藤 杏南  【津久田小学校】

『秋の初めのかじか橋』
樋口 陽葵  【渋川西小学校】

『桜のさいた白井宿』
廣橋 侑茉  【古巻小学校】奈良 優莉  【橘小学校】

『渋川へそ祭り』
福島 愛結  【長尾小学校】

『未来に残したいこの風景』
藤井 奈由  【橘北小学校】藤井 奈由  【橘北小学校】

『私たちのまち 渋川 サージタンク』
藤川 慎樹  【三原田小学校】





　子どもたち一人ひとりに、「生きる力」を育むとともに、学校・家庭・
地域の連携を強化し、信頼され魅力ある学校づくりを推進します。

　自治会やＮＰＯ法人など各種コミュニティ団体と連携・協力し、
協働による地域づくりを推進します。

　市民一人ひとりが人権尊重の精神を持ち、子どもから大人まで全
ての人々が互いの人権を尊重できる社会、争いのない平和な社会の
実現を推進します。

　男女共同参画の阻害となる課題が多様化・複雑化している状況を
踏まえ、男女共同参画意識の浸透を図ることにより、誰もが性別に
とらわれることなくその個性と能力を発揮できる社会づくりを推進
します。

　国内自治体や海外都市との間で、文化、教育、産業など地域特性
をいかした多方面での交流を行い、交流人口の拡大と多文化共生社
会を推進します。

　市民等との協働によるまちづくりの確立に向けて、各種媒体の特
性をいかした広報活動の充実を図るとともに、様々な手段や機会を
通じて広聴機会の拡大を推進します。
　また、情報公開制度、個人情報保護制度を適正に運用します。

　情報通信技術を積極的に活用した市民サービスの向上及び行政事
務の効率化を推進するとともに、情報の安全性を確保するため、情
報セキュリティ対策を推進します。

　地方分権の進展を捉え、より一層の行政改革を推進します。組織
機構の見直しや効果的な職員育成による定員管理の適正化を図ると
ともに、施策・事業の見直し等を積極的に行い、健全な行財政基盤
の確立と運営を図ります。

　公共施設等の老朽化対策としての長寿命化や保有量の最適化、未
利用財産の利活用など市有財産を適正に維持管理し、有効活用を図
ります。

　行政事務等の効率化を図るため、既存の構成市町村との連携を密
にし、共同処理を行います。
　また、新たな行政課題に対応するため、必要に応じ、他市町村等
との連携を推進します。
　さらに、地域活性化のため、民間企業や大学等との連携を積極的
に進めていきます。

　次世代を担う青少年を健全に育成するた
め、青少年センターを充実するとともに、
学校・家庭・地域がきめ細かな連携を図り、
健全育成に向けた様々な取組を積極的に推
進します。

　生涯にわたり主体的に学習し、生きがいのある充実した生活が送
れるよう、生涯学習環境の充実を推進します。
　また、地域づくりのための人づくりを推進し、地域主体の生涯学
習の推進を支援します。

　文化財の保護と活用を図るとともに、地域に伝わる伝統文化の継
承を推進します。
　また、芸術・文化に触れる機会を増やし、地域の優れた知識や技
術を有する市民などと連携を図りながら、文化の薫り高いまちづく
りを目指します。

6 - 1
市民との協働

6 - 2
人権意識の向上・
平和な社会の推進

6 - 3
男女共同参画の推進

6 - 4
交流連携の強化と
国際交流の推進

6 - 5
情報共有の推進

6 - 6
情報化の推進

6 - 7
適正な組織体制と
健全な行財政運営

6 - 8
市有財産の適正な
管理・運用

6 - 9
広域行政の推進・
産学等との連携の推進

5 - 1
学校教育の充実

施策名 基本方針 取組内容 施策名 基本方針 取組内容

5 - 2
青少年の健全育成

5 - 3
生涯学習の充実

5 - 4
地域文化の振興

⑴ 学校・家庭・地域の連携強化
⑵ 教育指導体制の充実
⑶ 教育環境の整備
⑷ 学校給食の充実

⑴ 青少年センターの充実
⑵ 学校・家庭・地域の連携
⑶ 関係団体との連携強化と活動の充実

⑴ 生涯学習活動の推進
⑵ 社会教育環境の整備

⑴ 文化財の保護・活用と伝統文化の
　 継承
⑵ 芸術・文化活動の推進
⑶ 自主活動団体の育成支援

⑴ コミュニティ活動の促進
⑵ 市民協働の推進
⑶ ボランティア・ＮＰＯ活動との連携

⑴ 広報活動の充実
⑵ 広聴機会の拡大
⑶ 情報公開と適正な文書管理

⑴ 人権相談・啓発の推進
⑵ 人権教育の推進
⑶ 平和啓発活動の推進

⑴ 男女共同参画推進施策の充実
⑵ 啓発活動の推進

⑴ 都市、地域間交流の推進
⑵ 姉妹・友好都市などとの交流の推進
⑶ 市民主体の国際交流への支援

⑴ 市民サービスの向上
⑵ 行政事務の効率化･最適化の推進
⑶ 情報セキュリティ対策の推進

⑴ 行政改革の推進
⑵ 組織の活性化と定員管理の適正化
⑶ 財源の確保と効率的な財政運営

⑴ 公共施設等の維持管理の最適化
⑵ 公共施設等の適正配置の推進
⑶ 未利用財産の利活用・処分の推進

⑴ 構成市町村との連携
⑵ 新たな行政課題に対応した他市町村
　 等との連携
⑶ 民間企業や大学等との連携

渋川子ども歌舞伎図書館「おはなし会」

　子どもたちの生きる力を育むため、特色ある教育を推進するとともに、学校・家庭・地域が連携した取組を推進します。
　また、本市の歴史と地域文化などを通じ、各世代に応じた活動や人材の育成を促進し、文化の薫り高いまちの実現を目指します。

　全ての市民が、その特性を最大限に発揮することができる多様性のあるまちづくりを推進するとともに、市民を始めとする
多様な主体との協働により計画的な行財政運営を行い、持続可能なまちの実現を目指します。

5 豊かな心と文化を育むまち
 【教育、文化】

6 協働による持続可能なまち
 【自治、協働、行財政】

 

『黒井峯遺跡』
黛 釉菜  【長尾小学校】

『しんけんに たいこを
たたいているぼく』

堀江 洸希  【渋川北小学校】
『水澤観世音仁王門』
宮本 華帆  【古巻小学校】

『雨あがりのアジサイ』
村岡 光美  【渋川西小学校】

『伊香保神社』
茂木 成海  【渋川南小学校】

『渋川近代こけしのかわいらしさ』
諸田 麗々穂  【小野上小学校】

『大正橋をわたる かぼちゃ電車』
山﨑 凌駕  【豊秋小学校】

『渋川北小学校』
井 あすか  【渋川北小学校】

『わたしたちの渋川駅』
澤 なぎさ  【渋川北小学校】

『夜中の真光寺』
渡邊 柊太朗  【橘小学校】





　子どもたち一人ひとりに、「生きる力」を育むとともに、学校・家庭・
地域の連携を強化し、信頼され魅力ある学校づくりを推進します。

　自治会やＮＰＯ法人など各種コミュニティ団体と連携・協力し、
協働による地域づくりを推進します。

　市民一人ひとりが人権尊重の精神を持ち、子どもから大人まで全
ての人々が互いの人権を尊重できる社会、争いのない平和な社会の
実現を推進します。

　男女共同参画の阻害となる課題が多様化・複雑化している状況を
踏まえ、男女共同参画意識の浸透を図ることにより、誰もが性別に
とらわれることなくその個性と能力を発揮できる社会づくりを推進
します。

　国内自治体や海外都市との間で、文化、教育、産業など地域特性
をいかした多方面での交流を行い、交流人口の拡大と多文化共生社
会を推進します。

　市民等との協働によるまちづくりの確立に向けて、各種媒体の特
性をいかした広報活動の充実を図るとともに、様々な手段や機会を
通じて広聴機会の拡大を推進します。
　また、情報公開制度、個人情報保護制度を適正に運用します。

　情報通信技術を積極的に活用した市民サービスの向上及び行政事
務の効率化を推進するとともに、情報の安全性を確保するため、情
報セキュリティ対策を推進します。

　地方分権の進展を捉え、より一層の行政改革を推進します。組織
機構の見直しや効果的な職員育成による定員管理の適正化を図ると
ともに、施策・事業の見直し等を積極的に行い、健全な行財政基盤
の確立と運営を図ります。

　公共施設等の老朽化対策としての長寿命化や保有量の最適化、未
利用財産の利活用など市有財産を適正に維持管理し、有効活用を図
ります。

　行政事務等の効率化を図るため、既存の構成市町村との連携を密
にし、共同処理を行います。
　また、新たな行政課題に対応するため、必要に応じ、他市町村等
との連携を推進します。
　さらに、地域活性化のため、民間企業や大学等との連携を積極的
に進めていきます。

　次世代を担う青少年を健全に育成するた
め、青少年センターを充実するとともに、
学校・家庭・地域がきめ細かな連携を図り、
健全育成に向けた様々な取組を積極的に推
進します。

　生涯にわたり主体的に学習し、生きがいのある充実した生活が送
れるよう、生涯学習環境の充実を推進します。
　また、地域づくりのための人づくりを推進し、地域主体の生涯学
習の推進を支援します。

　文化財の保護と活用を図るとともに、地域に伝わる伝統文化の継
承を推進します。
　また、芸術・文化に触れる機会を増やし、地域の優れた知識や技
術を有する市民などと連携を図りながら、文化の薫り高いまちづく
りを目指します。

6 - 1
市民との協働

6 - 2
人権意識の向上・
平和な社会の推進

6 - 3
男女共同参画の推進

6 - 4
交流連携の強化と
国際交流の推進

6 - 5
情報共有の推進

6 - 6
情報化の推進

6 - 7
適正な組織体制と
健全な行財政運営

6 - 8
市有財産の適正な
管理・運用

6 - 9
広域行政の推進・
産学等との連携の推進

5 - 1
学校教育の充実

施策名 基本方針 取組内容 施策名 基本方針 取組内容

5 - 2
青少年の健全育成

5 - 3
生涯学習の充実

5 - 4
地域文化の振興

⑴ 学校・家庭・地域の連携強化
⑵ 教育指導体制の充実
⑶ 教育環境の整備
⑷ 学校給食の充実

⑴ 青少年センターの充実
⑵ 学校・家庭・地域の連携
⑶ 関係団体との連携強化と活動の充実

⑴ 生涯学習活動の推進
⑵ 社会教育環境の整備

⑴ 文化財の保護・活用と伝統文化の
　 継承
⑵ 芸術・文化活動の推進
⑶ 自主活動団体の育成支援

⑴ コミュニティ活動の促進
⑵ 市民協働の推進
⑶ ボランティア・ＮＰＯ活動との連携

⑴ 広報活動の充実
⑵ 広聴機会の拡大
⑶ 情報公開と適正な文書管理

⑴ 人権相談・啓発の推進
⑵ 人権教育の推進
⑶ 平和啓発活動の推進

⑴ 男女共同参画推進施策の充実
⑵ 啓発活動の推進

⑴ 都市、地域間交流の推進
⑵ 姉妹・友好都市などとの交流の推進
⑶ 市民主体の国際交流への支援

⑴ 市民サービスの向上
⑵ 行政事務の効率化･最適化の推進
⑶ 情報セキュリティ対策の推進

⑴ 行政改革の推進
⑵ 組織の活性化と定員管理の適正化
⑶ 財源の確保と効率的な財政運営

⑴ 公共施設等の維持管理の最適化
⑵ 公共施設等の適正配置の推進
⑶ 未利用財産の利活用・処分の推進

⑴ 構成市町村との連携
⑵ 新たな行政課題に対応した他市町村
　 等との連携
⑶ 民間企業や大学等との連携

渋川子ども歌舞伎図書館「おはなし会」

　子どもたちの生きる力を育むため、特色ある教育を推進するとともに、学校・家庭・地域が連携した取組を推進します。
　また、本市の歴史と地域文化などを通じ、各世代に応じた活動や人材の育成を促進し、文化の薫り高いまちの実現を目指します。

　全ての市民が、その特性を最大限に発揮することができる多様性のあるまちづくりを推進するとともに、市民を始めとする
多様な主体との協働により計画的な行財政運営を行い、持続可能なまちの実現を目指します。

5 豊かな心と文化を育むまち
 【教育、文化】

6 協働による持続可能なまち
 【自治、協働、行財政】

 

『黒井峯遺跡』
黛 釉菜  【長尾小学校】

『しんけんに たいこを
たたいているぼく』

堀江 洸希  【渋川北小学校】
『水澤観世音仁王門』
宮本 華帆  【古巻小学校】

『雨あがりのアジサイ』
村岡 光美  【渋川西小学校】

『伊香保神社』
茂木 成海  【渋川南小学校】

『渋川近代こけしのかわいらしさ』
諸田 麗々穂  【小野上小学校】

『大正橋をわたる かぼちゃ電車』
山﨑 凌駕  【豊秋小学校】

『渋川北小学校』
井 あすか  【渋川北小学校】

『わたしたちの渋川駅』
澤 なぎさ  【渋川北小学校】

『夜中の真光寺』
渡邊 柊太朗  【橘小学校】





やすらぎと
ふれあいに満ちた
“ほっと”なまち

やすらぎと
ふれあいに満ちた
“ほっと”なまち
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